
嬉野市生活支援コーディネーター
（地域支え合い推進員）

溝口 道昭

他職種連携による介護予防と買い物支援の居場所

ごましお健康くらぶ事業
（五町田・久間・塩田・大草野）
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嬉野市のご紹介

鹿島市

武雄市

波佐見町

東彼杵町

地形の特徴
ほぼ全域が山に囲まれ、

中央に塩田川が流れている。
盆地と中山間地に人が暮らしている。

主な産業と特産品
農業・・・嬉野茶
観光業・・・嬉野温泉（日本三大美肌の湯）
窯業・・・吉田焼
酒造業・・・東町、東一、虎の子 吉田地区

塩田地区

嬉野地区
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嬉野市の状況

人 口 ２６，２８８名 ※平成３０年１２月 毎年３００名前後が減少

６５歳以上 ８，６３４名 ※平成３０年１２月
（内４，５６５名が後期高齢者）

高齢化率３２．９％

要支援・要介護者数
１，５６６名 ※平成３０年１２月

（内３４５名が要支援１、２）
６５歳以上の５人に１人

【生活支援コーディネーターの配置について】

１層ＳＣ（嬉野市） ・・・社会福祉法人に委託

２層ＳＣ（塩田地区）・・・社会福祉協議会に委託

２層ＳＣ（嬉野地区）・・・社会福祉協議会に委託

２層ＳＣ（吉田地区）・・・ＮＰＯ法人に委託

※各ＳＣは、それぞれ勤務地が違うので、毎月１回～２回
の連絡会をやってます。

塩田 嬉野 吉田 嬉野市
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「ごましお健康くらぶ」とは

「ごましお健康くらぶ」は嬉野市塩田町をモデル地区に定めた、有償ボラン
ティアによる住民サポートを核として始まった介護予防と買い物支援の場です。

「名称の由来」

塩田町は、大正時代の頃、五町田村、久間村、塩田村の３つの村
が合併して誕生しました。

かつて、それぞれの地区の頭文字を取った「ごましお」という愛称
が塩田町を示す言葉としてよく使われていました。

特に、年配の方には「ごましお」という愛称に対しての馴染みが深く、
また、通いを通し、自助力を高める観点から「ごましお健康くらぶ」と
いう事業名に決定しました。
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介護予防と買い物支援事業 「ごましお健康くらぶ」

事業スタート 令和元年５月７日

事業内容

塩田地区を移動支援の為の送迎車輛が走り、市民ボランティアのサ
ポートを受け介護予防の１００歳体操と買い物支援を受けることができ
る。

〈移動支援団体〉 ： 社会福祉法人 済昭園
〈ボランティア団体〉 ： ごましお結びの会（会員１４名）

総合事業での
位置づけ

社会福祉法人による移動支援 ： 訪問型サービスＤ
ボランティア団体による居場所の運営 ： 通所型サービスＢ

利用対象者
市内在住の６５歳以上の高齢者であり、以下のいずれかに該当する方

（要支援者・総合事業対象者・日常的な買い物に困っている方）

開催日時 毎週火曜日 ９時～１２時３０分（送迎時間を含む）

１回の利用定員 １５名

１回の利用料金 ２００円（ボランティア団体が現金で徴収）
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利用日の流れ

【利用時間と内容】

※ 送迎時の乗降、買い物の際はボランティアからのサポートがあります。

時 間 内 容

９時～１０時
自宅から会場までの送迎

※ 送迎はマイクロバスで行けるところまで

１０時～１１時 １００歳体操、認知症予防のレクなどの介護予防活動

１１時～１１時３０分 買い物

１１時３０分～１２時３０分 会場から自宅までの送迎
※ 送迎はマイクロバスで行けるところまで
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買い物
支援

ショッピングセンター

ぷらっと

介護予防と買い物支援事業 「ごましお健康くらぶ」（塩田地区）

介護予
防体操

移動
支援

社会文化会館

リバティ
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社会福祉法人
済昭園

・運転手の提供
・車輛の提供
・車輛の運行

ごましお結びの会

・利用者受け入れ
・場所の管理
・連絡調整
・ボランティアの手配調整
・ボランティアの取りまとめ
・報告書（日報）の提出

地域包括支援
センター（ケアマネ）

・新規利用相談受付
・介護予防計画（私のプラン）の作成
・利用誓約書の取り付け
・緊急時の連絡
・利用者に関する事（状態変化や気づき）
・利用者を他の高齢者サービスに繋ぐ場合の調整
・報告書（日報）の提出受付

【ごましお健康くらぶ 各機関・団体の役割】

第2層生活支援
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

・平常時の利用者からの欠席や中止の連絡受付
・ボランティア会員に関する連絡・報告
・ボランティアの加入・脱退の相談
・事業先般に関する相談
・ボランティア保険に関する事
・定例会に関する事
・広報支援
・専門職の派遣など

嬉野市
福祉課

・事業全般に関すること
・補助金（報告・請求事務）に関する事
・賠償責任に関する事

受付

全体の調整

居場所運営

移動の支援 事業全般

光武医院

・緊急時の対応

協力医療機関
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社会福祉法人
済昭園

連携

・運転手の提供
・車輛の提供
・車輛の運行

ボランティア団体
ごましお 結びの会

・利用者受け入れ
・場所の管理
・連絡調整
・ボランティアの取りまとめ

買い物
サポート

地域包括支援
センター（ケアマネ）

・新規利用相談受付
・利用計画の作成
・誓約書の取り付け

乗り降り
サポート

介護予防
活動の実施

ぷらっと

買い物の場
（１１時～１１時半）

Ａ

リバティ

体操等の場
（１０時～１１時）

Ｄ Ｂ

【各機関・団体の関係性とその役割】
塩田地区
第2層ＳＣ

Ｃ

≪バス等での送迎≫
迎え（９時～１０時）
送り（１１時半～１２時半）

・利用の調整
・関係者のサポート
・広報支援
・専門職の派遣など

光武医院

・緊急時の対応
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事業開始に繋がる地域アセスメント
<自分の足で稼いだ地域の人の生の声>

行政区への訪問調査・・・区長、民生児童員などから聴き取り

買い物場所への訪問調査・・・ｺﾝﾋﾞﾆ、ｽｰﾊﾟｰ、物産館、ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ､商店

公共交通機関への訪問調査・・・タクシー会社、バス会社、福祉バス

公的介護保険サービスへの訪問調査・・・訪問介護事業所

住民主催の居場所への訪問調査・・・居場所を行われている団体や個人

要支援者への利用意向に対する訪問調査

<その他データの活用>

人口統計、人口予測、要支援者・要介護者の把握、免許返納者の把握 など
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地域アセスメント（行政区情報の集約①）

嬉野市内88行政区を数値化して、行政、第1層協議体の中で共有して
いる。地域への出前講座などでも活用。
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地域アセスメント（行政区情報の集約②）

嬉野市内88行政区の生活課題や強みなどを一覧表として、行政、第1
層協議体で共有している。各行政区の詳細な情報はＳＣが管理
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地域アセスメント（行政区情報の集約③）

☚ それぞれのアセスメント情報を地図
の中に落し込む。

地域の課題がより立体的に見えるよう
になり、具体的な生活支援の方法や働き
かけを考えるのに役立ちました。

☚ 「ごましお健康くらぶ」の対象である
塩田地区は、公共交通の空白地帯が多
く、買い物場所も少ないのがマップからも
一目瞭然です。
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【嬉野市における現状の課題】
独居高齢者の急増・・・９世帯に１世帯、要支援者のうち２８％

郊外での買い物場所の消滅・・・７割の行政区に買い物場所なし

移動に関する課題・・・公共交通空白地帯（特に塩田町に多い）

・・・免許証返納者の増加（平成２４年からの累計で３７０名超）

・・・公共交通の担い手不足（バス・タクシー乗務員の高齢化）

アセスメントから明らかになった嬉野市の現状と課題

特に塩田地区の生活支援が脆弱・・・

「買い物支援」と「介護予防」が一緒にできないかな・・・

14



アセスメントの結果を踏まえ、「買い物支援」と「介護予防」の場
をつくる為に動き始める。

★やらないといけないこと（やらなければいけなかったこと）
・場の運営の為の団体を確保すること

⇒ 結果ボランティア団体を立ち上げることになった。

・体操等の介護予防の為の場所を確保すること

・総合事業の実施要綱の整備（通所Ｂ、訪問Ｄ）

・利用ニーズ調査

・各種関係機関、関係団体との調整

・担当者（ＳＣ、行政）間の話し合い

・広報活動

「買い物支援」と「介護予防」の場をつくろう！！
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○アンケート対象者 ： 塩田町内在住の要支援者・総合事業対象者103名

○実施者 ： 78名（全体の75.7％）・・・うち30.8％は独居

○実施方法 ： 訪問聴き取り調査（8/29～9/25）

○主な結果を抜粋

・もっともよく行く買い物先 ⇒ スーパー（80.8％）

・買い物先までの移動手段 ⇒ 家族等による送迎（57.7％）

・買い物に不便を感じている人（53.8％）

⇒ その理由 家族などの送迎がないと買い物ができない（61.1％）

・欲しい買い物支援策

⇒ 店までの送迎（32.1％）、移動販売（28.2％）、近所に店を誘致（23.1％）

・買い物弱者救済と介護予防のための居場所を利用したい（60.3％）

塩田地区で買い物支援に対するアンケート調査を実施
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移動支援団体について

社会福祉法人も地域貢献の在り方を模索しており、移動支援については、すんなり協
力の承諾を頂けた。

また、実際に試験運転の中で、定員１５名の枠が直ぐに埋まったことを受け、マイクロ
バス１台体制ではニーズに応えきれないことが判明。直ぐに、他の社会福祉法人にも協
力のお願いに行った。今年度中には、定員を増やす方向性で考えている。

★社会福祉法人済昭園（児童及び高齢者施設）が協力

★社会福祉法人○○会（障がい者施設）が協力について内諾

移動支援団体を見つける

２名の運転手さん
＆

マイクロバスを一台 提供
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ボランティア団体の立ち上げ

居場所の運営団体について

市内の社会福祉法人やＮＰＯ法人、校区コ
ミュニティ、婦人会などをあたるがなかなか決
まらず・・・

「ごましお結びの会の立ち上げ」について

なければ創ればいいということで、ボラン
ティアを募集すると・・・

市役所ＯＢの方々を中心に、人が集まり、
説明会、ボランティア勉強会を経て１４名の住
民の皆さんとボランティアの会を立ち上げるこ
とができた！！
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実は・・・「ごましお結びの会 ＝ 塩田地区２層協議体」

「ごましお結びの会」は五町田、久間、塩田、大草野の４地区を結ぶ会

立ち上げに向けて動いていた際、ＳＣと行政サイドでは、将来的に第２層協
議体という位置づけになればと思っていた・・・

ごましお結びの会

ごましお結びの会規約・・・目的の部分

本会は、少子高齢化が急速に進む中にあって、安心して暮らせる地域
共生社会の実現に向けた活動を模索するとともに、高齢者等の介護予防
や日常生活の支援に関する活動（事業）を行うことにより、嬉野市内の
高齢者等が住み慣れた地域で元気に住み続けられ、あらゆる世代を超え
て住民同士で交流し、支え合う住みやすい地域づくりを行っていくこと
を目的とする。

ボランティアより、この言葉を入れて欲しい
との要望が（感動）
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平成
２８年度

４月 生活支援体制整備事業はじまる。溝口が第１層ＳＣへ任命される。
４月～うれしのよかまちづくり研究会を発足する。
５月～ＳＣとしてすることも分からず、とりあえず地域アセスメントを開始する。

行政区への訪問、公共交通機関での聴き取りなどを行う。このアセスメントを通して、市内
での人脈ができたことも非常に大きな収穫で、その後のＳＣとしての活動に多きく影響した。

⇒ この時点で既に買い物支援体制の構築の必要性を感じる。
９月 ４月～９月までの研究会（全９回開催）を経て嬉野市第１層協議体立ち上げる。

以降、嬉野市第１層協議体は毎月１回の開催を行っている。

平成
２９年度

４月 第２層生活支援コーディネーター配置される（塩田・嬉野・吉田の３地区に１名ずつ）。
６月 吉田地区で協議体立ち上げを想定した住民勉強会を開始（７月、１２月、２月）
８月 市民参加のお祭り型のフォーラムを開催し１０００名の市民を集める。
９月 嬉野市生活支援コーディネーター連絡会を開始する（以後、毎月開催）。

３月 これまでの様々なアセスメント結果を踏まえて平成３０年度の活動の重点項目を打ち出す。
⇒ 「居場所づくり」、「買い物支援体制の構築」、「暮しの保健室の整備」

ごましお健康くらぶ開所までの歩み（一部のみ掲載）
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平成
３０年度

４月 市内に在る買い物場所２２店舗への訪問調査（スーパー、コンビニ、物産館など）
⇒ あるスーパーから「うちでせんね」の声をいただく。早速、事業の構想を始める。

当初はスーパーの一角を活用した居場所づくりを模索していた。
５月～居場所の運営団体を探し始める。
⇒ 各種団体などへの訪問を行うなかで、ある団体から好反応を得る。

その後、１１月まで交渉を続けるが、後に破局・・・

７月 モデルとなった山口県防府市の「幸せます健康くらぶ」を視察し、より具体的なイメージを描
けるようになる。
８月～９月 利用ニーズ調査・・・要支援者７８名へ訪問聴き取りを行い、６割が利用希望される。
１０月 社会福祉法人済昭園より移動支援についての内諾を得る。

１１月～１２月 居場所の運営について交渉していた団体と交渉決裂・・・ないならば、つくればい
いということで、ボランティア募集開始からのボランティア団体の立ち上げを行う。
２月 ボランティアへの勉強会実施する。関係者間の打ち合わせを密に行う。
３月 ごましお健康くらぶ試験運転開始（塩田地区）

３月 利用希望者が多く、定員いっぱいになる。週２回の開催を見据え市内の他の社会福祉法
人に移動支援についての話を行い、内諾を得る。

令和
元年度

５月 合計５回の試験運転を経て、５月７日、正式に「ごましお健康くらぶ」事業開始となる。

ごましお健康くらぶ開所までの歩み（一部のみ掲載）
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①事前のアセスメントを密に行った・・・必要性を示す根拠となった

②各種関係者と必要以上に話し合いを重ねた・・・構想がどんどん現実のものに変化

③話をする際、最後はＳＣとして、行政としての想いを伝えた・・・相手が動いてくれた

④行政担当者が伴走してくれた・・・行政とＳＣで一緒につくりあげた

⑤とにかく理想と希望を持って思い切り楽しんだ・・・これが一番大事かも

構想を具体化させ、立ち上げまでにかかった期間 ： １年間

話し合った回数 ： ４０数回

良かったこと ： 利用者とボランティアからの喜びの声を聴けたこと

立ち上げまでつながったポイント

印象的だった行政担当者のことば

「行政マンになって初めてこんなに仕事が面白いと思った。
市民が本当に必要とすることをやろうとしている。そのため
に自分たちがいる！！」

ふりかえり
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①アセスメントは充分にできているか？

できていなければ、先ずはアセスメント（住民の声）に立ち返る。

②自分の目と耳で感じた言葉を口に出しているか？

協議体のメンバーの声や、住民の声を受け止め、それを自分の言葉として、ＳＣが行
政が周囲に伝えることが大切。自分の言葉として、想いを込めた時に初めて相手は動き
始める。

③相互理解の為にとことん話し合っているか？

取り組みたいことが決まったら（あるいは住民の中で取り組みたい声があがったら）、
理解し合い納得がいくまで、話し合いをすること。話し合いの中から、より発展的なもの
へと化学変化がおこる。

④楽しんでいますか？

まちづくりは人づくり、様々な出会いを思い切り楽しみたい。私は子ども達に大人の責
任として、安心して暮らせる町を残していきたい。だから、全力で楽しむという努力が私
たちには必要。

大事なことは２度言います。私が大切にしたいポイント
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嬉野市の今回の取り組みは、そんなに難しいものではあり
ません。と言うか、すごく単純なものです。

意外と町の中には資源が溢れています。とにかく、頭で考
えて、あとは外に出ていけば、色んなものが見つかります。

そして、見つからなければ創ればいい。何かを、誰かを見
つける以上に、創ることのほうが簡単な場合もあります。

それぞれの市町村で状況は違いますが、それぞれの市町村
に合った、生活支援は必ず創れます。皆さん方は嬉野市以上
に素晴らしい生活支援が必ず創れます。

その為に、皆さんが本気になれるかどうかです。そして、
本気になったらめちゃくちゃ楽しい事業です。私が生活支援
コーディネーターとして言えるのは、そこだけです。

おわりに
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